
富山アラートの延長について

医療、介護など、新型コロナに昼夜を問わず、

ご対応いただいている皆様に感謝いたします
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県内の感染状況①

アラート発出後、増加に歯止めも、感染者は高止まり
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7月20日㈬ 21日㈭ 22日㈮ 23日㈯ 24日㈰ 25日㈪ 26日㈫

新規感染者 813人 1441人 1098人 996人 1099人 698人 944人

前週同日比 +387人 +1018人 +626人 +536人 +686人 +405人 +712人

7月27日㈬ 28日㈭ 29日㈮ 30日㈯ 31日㈰ 8月1日㈪ 2日㈫

新規感染者 1923人 1509人 1330人 1220人 1034人 541人 1088人

前週同日比 ＋1110人 +68人 +232人 +224人 ▲65人 ▲157人 ＋143人

3日㈬ 4日㈭ 5日㈮ 6日㈯ 7日㈰ 8日㈪

新規感染者 1686人 1404人 1361人 1251人 1054人 740人

前週同日比 ▲237人 ▲105人 +31人 ＋31人 +20人 +199人

アラート



県内の感染状況②

10歳未満、10代の割合が減少する一方で

高齢者の感染が増加し、入院者数も増加
（高齢者施設等でのクラスター発生事例も多発）
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10歳未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上

7/19
～25

1392人
(22%)

1068人
(17%)

773人
( 12%)

947人
(15%)

932人
(15%)

506人
(8%)

345人
(5%)

414人
( 6%)

7/26
～8/1

1659人
(19%)

1241人
(15%)

936人
( 11%)

1356人
(16%)

1409人
(17%)

782人
(9%)

482人
(6%)

636人
( 7%)

8/2
～8

1463人
(17%)

979人
(11%)

1014人
(12%)

1289人
(15%)

1396人
(16%)

955人
(11%)

638人
(8%)

850人
(10%)



県内の感染状況③

高齢者への感染事例増加を受け、入院者数が急増

⇒医療機関に大きな負担
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7月20日㈬ 21日㈭ 22日㈮ 23日㈯ 24日㈰ 25日㈪ 26日㈫

入院者数 81人 83人 92人 102人 100人 104人 108人

重症者数 0人 1人 1人 2人 2人 1人 2人

7月27日㈬ 28日㈭ 29日㈮ 30日㈯ 31日㈰ 8月1日㈪ 2日㈫

入院者数 123人 135人 150人 143人 146人 150人 152人

重症者数 3人 3人 2人 1人 1人 3人 2人

3日㈬ 4日㈭ 5日㈮ 6日㈯ 7日㈰ 8日㈪

入院者数 153人 164人 168人 172人 175人 192人

重症者数 3人 3人 5人 5人 5人 4人

アラート



新型ｺﾛﾅ感染拡大警報富山アラート 延長

5

➢ 新規感染者が高止まり
伸び率は鈍化したものの、依然多い感染者数

➢ 医療提供体制への負担増
高齢者への感染事例増加に伴い、入院者増加
病床使用率が上昇

➢ 帰省やお盆で普段会わない方と会う機会が増加

富山アラート ２週間延長
期間 ８月１０日（水）～８月２３日（火） -5-

病床使用率

7/19～25 21%

7/26～8/1 28%

8/2～8 35%



医療提供体制の確保
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➢入院者増に対応、確保病床を拡充
フェーズ２ 230床 → フェーズ３ 481床確保
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県民の皆様へ
〇緊急な治療が必要な方の病床を確保するため、症状の安定した入院患者の
早期退院をお願いしています。ご家族も含め、ご理解をお願いします。

〇救急外来で、夜間・休日の受診をお考えの方は、大変混み合いますので、
体調をみながら、平日に受診されることもご検討ください

医療の逼迫回避に
ご協力を



有症状者向け検査キット配布と県への陽性登録

対象者：発熱等の症状のある方で、① 18歳以上40歳未満で基礎疾患のない方 かつ

②陽性判明時に県の登録窓口へ報告後、原則受診せずに自宅療養可能な方

富山県
配送窓口

①電子申請

②キット配送

発熱等※1の症状が出た方
①18歳以上40歳未満かつ②陽性判明時は陽性登
録窓口で認定を受け、自宅療養が可能な方※２

③届いたキットでご自身で検査実施

※２ 症状悪化時は、かかりつけ
医や診療検査医療機関に事前
連絡の上、受診ください。

配送の受付は、当面

１日200件を上限

富山県陽性登録窓口

④検査結果を報告

⑤陽性の場合は自宅療養を開始

⑦発生届
厚生センター・
富山市保健所

※１ 発熱、のどの痛み、せき、
倦怠感など

⑥陽性の
登録連絡

お盆前後の救急外来等のひっ迫対策として、準備が整い次第実施予定
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お盆に向けてお願いしたいこと
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➢ 普段から無理せず体調管理を

体調がおかしいと感じた時は外出を控えてください
➢ これまでにない位、人にうつりやすい状況

自宅療養に備え、食料や日常品、お薬などの備えを
➢ 感染が確認されたら
人との接触を控え、厚生センターからの連絡を待ってください
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事業主の皆様へ 療養後や濃厚接触者の職場復帰には
陰性証明は不要です！（医療機関に負担がかかっています）

SMSまたは
TELで連絡



特に高齢者等の感染予防・重症化防止を
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➢ 重症化予防のため、医療提供体制のひっ迫回避のため、

60歳以上の方や基礎疾患のある方、高齢者施設に

おいては、４回目のワクチン接種を

➢ 帰省やお盆などで、特に高齢者と接する場合

帰省される方は健康チェックや事前検査を
お盆期間、富山空港に臨時無料検査所（8/11～16）

富山駅の検査所を含め身近な薬局等（60箇所以上）で対応
（咳や発熱等の症状がある方や濃厚接触者は対象外ですので、ご注意ください） -9-



10

５つの緊急のお願いの再徹底
１ ワクチン接種の促進

特に高齢者等の４回目接種、若い世代の３回目接種を

２ 検査の活用
高齢者施設等では検査キットを活用し、感染拡大防止を

３ 体調不良のときは外出自粛
発熱や咳、のどの痛みなど体調に異変がある場合は、外出を控えて
体調に関係なく、可能な場合はテレワークの検討を

この夏、感染対策の再点検と徹底を①
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４ 効率的な換気対策
エアコン使用時も効率的な換気対策を

２方向の窓開けや空気の流れを阻害しないパーテーション等の配置

５ 会食や帰省の際の注意
お出かけする場合は、混雑を避け、基本的な感染対策や体調管理

会食は、認証店を利用し、会話時のマスク着用や大声を控えて

帰省などの場合は、来県前の健康チェックや事前検査を

この夏、感染対策の再点検と徹底を②
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一人一人ができることをもう一つ
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＋１

医療従事者などへの負担の集中を回避するためにも

この夏、できる感染対策をもう一つお願いします
例えば・・

常時、窓を開ける

混まない時間帯で買物

時差出勤

毎朝検温
これまでの

知見を活かそう

プラス ワン
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